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大会結果

■期日 平成２４年８月２４日～８月２６日

■会場 富浦体育館・富浦中体育館・富浦小体育館
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8月24日～8月26日の3日間にわたり富浦体育館等を会場に、夏休みの最後を飾るにふ

さわしい熱戦が繰り広げられた第25回関東地区ミニバスケットボール南房総市ＴＯＭＩ

ＵＲＡさざ波大会が閉幕しました。

今年の関東ナンバーワン小学生チームは、男子はバランス良いチームでどこからでも

点が取れる千葉県代表の村上イーグレッツboy`s、女子はディフェンス力とシュートの

決定力で勝った山梨県代表の猿橋ミニバスケットボールスポーツ少年団でした。

▼▽大会結果の詳細はこちら▼▽

http://www.mboso-etoko.jp/cgi-bin/co_kaniHP/news/open/disp_A.asp?id=1954&uid=3227

女子の猿橋チームは、本大会としては山梨県勢で初の優勝の栄冠を勝ち取りました。

閉会式では、大会会長の石井裕南房総市長から優勝旗や優勝楯などが優勝チームに

手渡されました。

参加されたチームからは、試合だけでなく、花火を楽しんだり、海を眺めたり、砂浜

を歩いたり、民宿の方々とふれあったりと、夏休みの良い思い出づくりになったとの声

が届いています。

会場会場会場会場にはにはにはには大会大会大会大会ホームページにホームページにホームページにホームページに寄寄寄寄せられたせられたせられたせられた

応援応援応援応援メッセージがメッセージがメッセージがメッセージが数多数多数多数多くくくく掲出掲出掲出掲出されましたされましたされましたされました

大会事務局では、今回は、スポーツを通して南房総市に足を運んでいただきましたが、

スポーツに加え、今度はゆっくりと「観光」を目的に南房総の魅力を味わうために、お

越しいただければと考えています。
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【戦評】

試合開始のトスアップから村上（千葉）がボールをキープするも、戸塚

（神奈川）のスティールからNo７神田のジャンプシュートで戸塚が先制。

■男子 決勝戦

村上イーグレッツ

Boy`s
（千葉県）

戸塚ミニバスケットボール

クラブ

（神奈川）

２３ － １５

３９ ３３

１６ － １８
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（神奈川）のスティールからNo７神田のジャンプシュートで戸塚が先制。

お互いハーフコートのマンツーながら、村上はミドルシュート、戸塚はNo

７神田のゴール付近のプレイで得点を重ね、１０対７で第１Ｑ終了。

第２Ｑから村上は、ハーフコートの２－１－２ゾーンに変更。村上No５

前原のドライブ、No８宮本のリバウンドからのゴール下とミドルシュート

で３連続得点。１６対７としたところで戸塚はタイムアウト。ディフェン

スを２－２－１プレスからマンツーに変更。

お互いシュートが決まらず、時間が過ぎるなか、戸塚No４川戸のロング

シュートが２本決まり、得点が動き出すが、村上もNo５前原のポストプレ

イを中心とした個人技で得点を重ね、前半は２３対１５、村上８点リード

で折り返す。

第３Ｑは、村上は１－３－１のゾーン、戸塚は２－１－２のゾーンでス

男子 優勝チーム

村上イーグレッツBoy`s （千葉県）

タート。戸塚は、村上の固い守りを崩せず、最大１３点差まで開くが、残

りは１６秒。戸塚No７神田のゴール下のバスケットカウント、フリース

ロー１本を決め、１０点差として第３ピリオド終了。

第４Ｑは、戸塚はオールコートマンツーに変更し、流れを掴む。戸塚No

７神田のスティールからのカットイン、No４川戸のミドルシュート、No５

阪本のロングシュートで一気に６点を詰める。村上は、落ち着いたパス回

しで戸塚の激しいディフェンスに対抗。終始、村上が得点をリードし、３

９対３３で村上イーグレッツBoy`sが勝利を収める。

文責：大会本部審判 二田賢太郎

男子 準優勝チーム

戸塚ミニバスケットボールクラブ （神奈川県）



■男子 第３位決定戦

八幡ドリーム

（茨城県）

小山Spirit`s
（栃木県）

１５ － １８

２９ ３６

１４ － １８

【戦評】

第１Ｑは、両チームともマンツーマンでのスタート。小山はNo７石川の角

度のないところからの技ありシュートなどでリードするも、一方、八幡は大

型センターNo４保坂のパワープレーでの連続得点などで応戦する。両者一歩
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型センターNo４保坂のパワープレーでの連続得点などで応戦する。両者一歩

もゆずらず、第１ピリオドは７対７の同点。

第２Ｑは、小山はNo9柴田、№６近藤のミドルシュート、№４鈴木のドラ

イブシュート、技ありのギャロップシュートなどで得点するが、八幡はエー

ス№５西尾のドライブシュート、ミドルシュートで応戦。八幡はこのクォー

ター、すべての特典を№５西尾がたたき出すが、小山のシュートが勝り、前

半を終わって１８対１５、小山３点のリードで折り返す。

第３Ｑは、八幡、小山共にNo４,No５を中心にゲームを組み立て攻撃し、、

小山は小さな大エースNo４鈴木の連続ミドルシュートが決まり、つき放しに

かかるが、八幡も負けじとNo５の１対１を中心に攻める。しかし厳しいマー

クに合い、なかなかシュートが決まらず、苦しい展開。それでも３Ｑ終了間

際、No５のジャンプシュートが入り、２８対１９で終了。

男子 第３位チーム

小山Spirit`s （栃木県）

際、No５のジャンプシュートが入り、２８対１９で終了。

第４Ｑに入り、小山は№６がフリースローを確実に２本沈め、つき放しに

かかるが、一方、八幡も№４,№５のジャンプシュートが立て続けに決まり、

追い上げムードになる。

それでも小山はリードしている余裕から落ち着いてパスを回り、№４の連

続シュートでリードを保つ。

八幡もたまらずタイムアウトをとり、プレスに変更して、№５の連続

シュートで追いすがったが、最後まで落ち着いてゲームコントロールした。

小山が一度もリードを許すことなくゲーム終了。３位を死守した。両チーム

とも個人技術が卓越していて、非常に見応えのあるゲームであった。両チー

ムの検討に対し、大きな拍手を贈りたい。

文責：大会本部審判 芦沢憲忠



■女子 優勝決定戦

【戦評】

両チーム共、試合開始から激しいＤＦを仕掛け、ルーズボールの奪い合いに

なる。先取点は、猿橋№８奥脇のジャンプシュート。
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猿橋

（山梨県）

かすみがうら南・Ｊラビッツ

（茨城県）

１７ － １２

３９ ２９

２２ － １７

なる。先取点は、猿橋№８奥脇のジャンプシュート。

それをきっかけに猿橋№６安藤が速攻からバスケットカウント、ジャンプ

シュートを立て続けに決め、序盤は猿橋が流れを掴む。

対する白・かすみがうらは、２－３ゾーンを展開し、猿橋のシュートチャン

スをつぶすようにＤＦをし、パスを回しながら点を重ねていく。残り１分に、

かすみがうら№４柴沼、№８岡本のジャンプシュートが決まり、１２対６で第

１Ｑを終える。

第２Ｑは、開始直後から猿橋がオールコートマンツーマンでプレッシャーを

かけ、点数を伸ばしていく。しかし、残り４分３０秒で猿橋のチームＦが４つ

になる。しかし、白はフリースローのチャンスを生かすことができないため、

７番上野がカットイン、速攻から連続得点をあげ、１７対１２で第２Ｑ終了。

第３Ｑは、両チーム共変わらずゾーンＤＦ対マンツーマンＤＦで開始する。

かすみがうらNo７上野からNo８岡本に、ゴール下からの合わせからのシュート

女子 優勝チーム

猿橋ミニバスケットボール（山梨県）

かすみがうらNo７上野からNo８岡本に、ゴール下からの合わせからのシュート

などパスを回しながら攻撃を展開していく。猿橋もＤＦを頑張り、３０秒を取

るなど、ＤＦから流れを掴もうとする。しかし、かすみがうらNo６山口のロン

グシュートも決まり、２１対２３で第３Ｑ を終える。

第４Ｑは、猿橋№６安藤がジャンプシュートを決め、リードを広げる。対す

るかすみがうらもカットインを仕掛けながらシュートチャンスを作る。一進一

退の攻防が続いたが、猿橋№１３須藤から№８奥脇のシュートなどでリードを

広げ、残り１分で２５－３５で猿橋がリードを守る。かすみがうら№４柴沼の

バスケットカウントや５番飯塚のゴール下のシュートもあったが、最後は２９

対３９で猿橋の勝利。

文責：大会本部審判 安藤有作

女子 準優勝チーム

かすみがうら南・Ｊラビッツ（茨城県）



■女子 第３位定戦

【戦評】

神奈川県代表の若松、千葉県代表の習台一の対戦。１Ｑは互いにオールコー

トからマンツーマンディフェンスをし、プレッシャーをかける。若松は、№７、
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若松

（神奈川）

習志野台第一

（千葉県）

２２ － ２３

４４ ４８

２２ － ２５

トからマンツーマンディフェンスをし、プレッシャーをかける。若松は、№７、

№８の高さを生かしたポストプレイ、リバウンドシュートで得点をかせぐ。

対する習志野台一は、№４のドライブ、№10のロングシュートで応戦する。

第１Ｑが終わり、１０対１１で習志野台第一の１点リードとなる。

第２Ｑは、若松の№４のポストプレイを中心にゲームを組み立てる。習志野

台第一は得点源の№６を中心に№８のロングシュートで対抗する。お互いに一

進一退の攻防を繰り返す。残り２秒で習志野台第一の№６のハイポストからの

パスがゴール下の№１３に通り、ブザービーターでシュートを決め、習志野台

第一が一点リードで前半を折り返す。

第３Ｑは、若松は高さを生かし、１－３－１のハーフコートゾーンディフェ

ンスに切り替える。しかし習志野台第一は、パスを回してゴール下、ミドル

シュートを決めていく。堅い守備からの速攻も決まり出し、若松を４２対２６

女子 第３位チーム

習志野台第一 （千葉県）

シュートを決めていく。堅い守備からの速攻も決まり出し、若松を４２対２６

と突き放す。

第４Ｑは、若松はオールコートゾーンプレスで速いテンポのバスケットに切

り替える。習志野台第一も全員でボールを運び、ドライブやジャンプシュート

を決めていくが若松のペースになっていく。若松№４のゴール下のシュートが

止まらず、得点を稼いでいく。しかし、若松の猛追及ばず、４８対４４で習志

野台第一が勝利を収めた。両チームとも、ねばり強いバスケットを展開し、見

応えのあるゲームであった。

文責：大会本部審判 山崎陽平



■最優秀選手
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【男子の部】

村上イーグレッツboy`s （千葉県）

（背番号５番）前原大輝（まえはらたいき）

【女子の部】

猿橋ミニバスケットボールスポーツ少年団 （山梨県）

（背番号６番）安藤未以菜（あんどうみいな）


